
山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

二
八



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

二
九



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

三
〇



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

三
一

３
　
平
成
2
9
年
度
山
梨
県
災
害
救
助
基
金
特
別
会
計
予
算

平
成
29年

度
山
梨
県
災
害
救
助
基
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
１
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
224,431千

円
と
定
め
る
。

２
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。

（
地
方
債
）

第
２
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
230条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と

が
で
き
る
地
方
債
の
起
債
の
目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
は
、「
第

２
表
地
方
債
」
に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

三
二

４
平
成
29
年
度
山
梨
県
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計
予
算

平
成
29年
度
山
梨
県
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
１
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
204,877千

円
と
定
め
る
。

２
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。

（
債
務
負
担
行
為
）

第
２
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
214条

の
規
定
に
よ
り
債
務
を
負
担
す
る
行

為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
期
間
及
び
限
度
額
は
、「
第
２
表
債
務
負
担
行
為
」
に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

三
三



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

三
四

５
　
平
成
2
9
年
度
山
梨
県
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計
予
算

平
成
29年

度
山
梨
県
中
小
企
業
近
代
化
資
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
１
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3,390,356千

円
と
定
め
る
。

２
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。

（
債
務
負
担
行
為
）

第
２
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
214条

の
規
定
に
よ
り
債
務
を
負
担
す
る
行

為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
期
間
及
び
限
度
額
は
、「
第
２
表
債
務
負
担
行
為
」
に
よ
る
。

（
地
方
債
）

第
３
条
　
地
方
自
治
法
第
230条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
地
方
債
の
起
債
の

目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
は
、「
第
３
表
地
方
債
」
に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

三
五



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

三
六

６
平
成
29
年
度
山
梨
県
農
業
改
良
資
金
特
別
会
計
予
算

平
成
29年

度
山
梨
県
農
業
改
良
資
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
１
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
36,614千

円
と
定
め
る
。

２
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

三
七



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

三
八

７
平
成
29
年
度
山
梨
県
市
町
村
振
興
資
金
特
別
会
計
予
算

平
成
29年

度
山
梨
県
市
町
村
振
興
資
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
１
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3,200,358千

円
と
定
め
る
。

２
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

三
九

８
平
成
29年

度
山
梨
県
県
税
証
紙
特
別
会
計
予
算

平
成
29年

度
山
梨
県
県
税
証
紙
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
１
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1,616,762千

円
と
定
め
る
。

２
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四
〇

９
　
平
成
29年

度
山
梨
県
集
中
管
理
特
別
会
計
予
算

平
成
29年

度
山
梨
県
集
中
管
理
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
１
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
105,912,155千

円
と
定
め
る
。

２
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四
一



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四
二

10
平
成
29年

度
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
特
別
会
計
予
算

平
成
29年

度
山
梨
県
商
工
業
振
興
資
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
１
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
45,241,093千

円
と
定
め
る
。

２
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四
三

11
平
成
2
9
年
度
山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
特
別
会
計
予
算

平
成
29年

度
山
梨
県
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
１
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
83,997千

円
と
定
め
る
。

２
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。

（
地
方
債
）

第
２
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
230条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と

が
で
き
る
地
方
債
の
起
債
の
目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
は
、「
第

２
表
地
方
債
」
に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四
四



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四
五

12
平
成
29年

度
山
梨
県
流
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成
29年

度
山
梨
県
流
域
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
１
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6,304,490千

円
と
定
め
る
。

２
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。

（
債
務
負
担
行
為
）

第
２
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
214条

の
規
定
に
よ
り
債
務
を
負
担
す
る
行

為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
期
間
及
び
限
度
額
は
、「
第
２
表
債
務
負
担
行
為
」
に
よ
る
。

（
地
方
債
）

第
３
条
　
地
方
自
治
法
第
230条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
地
方
債
の
起
債
の

目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
は
、「
第
３
表
地
方
債
」
に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四
六



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四
七



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四
八



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四
九

13
平
成
29年

度
山
梨
県
公
債
管
理
特
別
会
計
予
算

平
成
29年

度
山
梨
県
公
債
管
理
特
別
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
）

第
１
条
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
131,793,439千

円
と
定
め
る
。

２
歳
入
歳
出
予
算
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
は
、「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
」

に
よ
る
。

（
地
方
債
）

第
２
条
　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
230条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
起
こ
す
こ
と

が
で
き
る
地
方
債
の
起
債
の
目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
は
、「
第

２
表
地
方
債
」
に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

五
〇



山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

五
一

14
平
成
29年

度
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計
予
算

（
総
則
）

第
１
条
　
平
成
29年

度
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
業
務
の
予
定
量
）

第
２
条
　
業
務
の
予
定
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
1）
年
間
目
標
供
給
電
力
量
　
　
　

465,062,500キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

第
３
条
　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
。

収
　
　
　
　
入

第
１
款
　
電
気
事
業
収
益

5,086,706千
円

第
１
項
　
営
　
業
　
収
　
益

4,692,109千
円

第
２
項
　
財
　
務
　
収
　
益

2,013千
円

第
３
項
　
事
業
外
収
益

392,554千
円
　

第
４
項
　
特
　
別
　
利
　
益

30千
円
　

支
　
　
　
　
出

第
１
款
　
電
気
事
業
費
用

4,691,624千
円

第
１
項
　
営
　
業
　
費
　
用

4,263,074千
円

第
２
項
　
財
　
務
　
費
　
用

23,338千
円

第
３
項
　
事
業
外
費
用

400,182千
円

第
４
項
　
特
　
別
　
損
　
失

30千
円

第
５
項
　
予
　
　
備
　
　
費

5,000千
円

（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

第
４
条
　
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
（
資
本
的
収
入
額
が
資

本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
2,413,344千

円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資

本
的
収
支
調
整
額
142,680千

円
、
減
債
積
立
金
170,967千

円
、
建
設
改
良
積
立
金
326,760千

円
、
中
小
水
力
発
電
開
発
改
良
積
立
金
860,000千

円
、
地
域
文
化
振
興
・
環
境
保
全
積
立
金

319,000千
円
及
び
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
593,937千

円
で
補
●
す
る
も
の
と
す
る
。）。

収
　
　
　
　
入

第
１
款
　
資
本
的
収
入

76,024千
円

第
１
項
　
固
定
資
産
売
却
代
金

10千
円

第
２
項
　
長
期
貸
付
金
償
還
金

55,514千
円

第
３
項
　
国
　
庫
　
補
　
助
　
金

20,500千
円

支
出

第
１
款
　
資
本
的
支
出
　
　
　

2,489,368千
円

第
１
項
　
水
力
発
電
所
建
設
費

43,654千
円

第
２
項
　
小
水
力
発
電
所
建
設
費

254,708千
円
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第
３
項
　
水
力
発
電
設
備
改
良
費

1,557,323千
円

第
４
項
　
業
務
設
備
改
良
費

18,316千
円

第
５
項
　
事
業
外
設
備
改
良
費

85,320千
円

第
６
項
　
水
力
発
電
地
点
等
開
発
調
査
費
　
　

65,880千
円

第
７
項
　
水
力
発
電
設
備
改
良
調
査
費
　
　

43,200千
円

第
８
項
　
企

業
債

償
還

金
170,967千

円
第
９
項
　
繰
　
　
　
　
出
　
　
　
　
金

250,000千
円

（
継
続
費
）

第
５
条
　
継
続
費
の
総
額
及
び
年
割
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
。

（
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
の
流
用
）

第
６
条
　
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
を
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り

と
定
め
る
。

（
1）
営
業
費
用
と
事
業
外
費
用
と
の
間

（
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
）

第
７
条
　
次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
費
の
金
額
を
、
そ
れ
以
外
の
経
費
の
金
額
に

流
用
し
、
又
は
そ
れ
以
外
の
経
費
を
そ
の
経
費
の
金
額
に
流
用
す
る
場
合
は
、
議
会
の
議
決
を

経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1）
職
員
給
与
費
等
　
　
　

1,052,560千
円

（
た
な
卸
資
産
購
入
限
度
額
）

第
８
条
　
た
な
卸
資
産
の
購
入
限
度
額
は
、
10,000千

円
と
定
め
る
。

15
平
成
2
9
年
度
山
梨
県
営
温
泉
事
業
会
計
予
算

（
総
則
）

第
１
条
　
平
成
29年

度
山
梨
県
営
温
泉
事
業
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
業
務
の
予
定
量
）

第
２
条
　
業
務
の
予
定
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
1）
給
　
湯
　
口
　
数
　
　
　

508口

（
2）
年
間
総
給
湯
量
　
　
　

780,000立
方
メ
ー
ト
ル

（
3）
一
日
平
均
給
湯
量
　
　

2,137立
方
メ
ー
ト
ル

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

第
３
条
　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
。

収
　
　
　
　
入

第
１
款
　
温
泉
事
業
収
益
　
　
　

153,965千
円

第
１
項
　
営
業
収
益

145,837千
円

第
２
項
　
営
業
外
収
益

8,118千
円

第
３
項
　
特
別
利
益
　
　

10千
円

支
出

第
１
款
　
温
泉
事
業
費
用
　
　

176,965千
円

第
１
項
　
営
業
費
用

169,160千
円

第
２
項
　
営
業
外
費
用
　

6,471千
円

第
３
項
　
特
別
損
失

334千
円

第
４
項
　
予

備
費

1,000千
円

（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

第
４
条
　
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
（
資
本
的
収
入
額
が
資

本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
73,454千

円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本

的
収
支
調
整
額
640千

円
、
建
設
改
良
積
立
金
36,720千

円
及
び
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

36,094千
円
で
補
●
す
る
も
の
と
す
る
。）。

収
　
　
　
　
入

第
１
款
　
資
本
的
収
入
　
　
　

10千
円

第
１
項
　
固
定
資
産
売
却
代
金

10千
円

支
出

第
１
款
　
資
本
的
支
出
　
　
　

73,464千
円

第
１
項
　
温
泉
事
業
設
備
改
良
費
　
　

73,464千
円

（
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
の
流
用
）

第
５
条
　
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
を
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り

と
定
め
る
。

（
1）
営
業
費
用
と
営
業
外
費
用
と
の
間

（
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
）

第
６
条
　
次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
費
の
金
額
を
、
そ
れ
以
外
の
経
費
の
金
額
に

流
用
し
、
又
は
そ
れ
以
外
の
経
費
を
そ
の
経
費
の
金
額
に
流
用
す
る
場
合
は
、
議
会
の
議
決
を

経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
1）
職
員
給
与
費
等
　
　

41,919千
円

（
た
な
卸
資
産
購
入
限
度
額
）

第
７
条
　
た
な
卸
資
産
の
購
入
限
度
額
は
、
875千

円
と
定
め
る
。

16
平
成
2
9
年
度
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業
会
計
予
算

（
総
則
）

第
１
条
　
平
成
29年

度
山
梨
県
営
地
域
振
興
事
業
会
計
の
予
算
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
業
務
の
予
定
量
）

第
２
条
　
業
務
の
予
定
量
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
1）
丘
の
公
園
年
間
総
収
容
人
員
　
　
　
　
　
　

220,480人
（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

第
３
条
　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
。

収
　
　
　
　
入

第
１
款
　
地
域
振
興
事
業
収
益
　
　
　

162,105千
円

第
１
項
　
営
　
業
　
収
　
益
　
　
　

162,000千
円

第
２
項
　
営
業
外
収
益
　
　

95千
円

第
３
項
　
特
　
別
　
利
　
益
　
　
　

10千
円

支
出

第
１
款
　
地
域
振
興
事
業
費
用
　
　
　

159,090千
円

第
１
項
　
営
　
業
　
費
　
用
　
　
　

145,524千
円

第
２
項
　
営
業
外
費
用
　
　

12,556千
円

第
３
項
　
特
　
別
　
損
　
失
　
　

10千
円

第
４
項
　
予
　
　
備
　
　
費
　
　

1,000千
円

（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

第
４
条
　
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
は
、
次
の
と
お
り
と
定
め
る
（
資
本
的
収
入
額
が
資

本
的
支
出
額
に
対
し
不
足
す
る
額
66,648千

円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
23,472千

円
及
び
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
43,176千

円
で
補
●
す
る
も
の
と
す
る
。）。

収
　
　
　
　
入

第
１
款
　
資
本
的
収
入
　
　
　

10千
円

第
１
項
　
固
定
資
産
売
却
代
金
　
　

10千
円

支
出

第
１
款
　
資
本
的
支
出
　
　
　

66,658千
円

第
１
項
　
地
域
振
興
事
業
設
備
改
良
費
　
　
　

10,143千
円

第
２
項
　
他
会
計
借
入
金
償
還
金

55,515千
円

第
３
項
　
予
　
　
　
　
備
　
　
　
　
費
　
　
　

1,000千
円

（
一
時
借
入
金
）

第
５
条
　
一
時
借
入
金
の
限
度
額
は
、
80,000 千

円
と
定
め
る
。

（
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
の
流
用
）

第
６
条
　
予
定
支
出
の
各
項
の
経
費
の
金
額
を
流
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り

と
定
め
る
。

（
1）
営
業
費
用
と
営
業
外
費
用
と
の
間
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